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児童館の子育ち・子育て支援に関する
調査研究からみた実践課題

八重樫 　牧 　子��

は じ め に

都市化，核家族化，少子化そして共働き家庭の一
般化により，子どもを取り巻く家庭や地域社会の子

育て機能や教育力が低下している．その結果，子ど
もや親子関係に関する問題が深刻になってきてお
り，子どもの育ち，親の育ち，子育てに対する社会的
支援が必要性になってきている．�		
年には「子ど
も・子育て応援プラン」が策定された．従来からす
べての子どもの健全育成や子育て支援に取り組んで
きた児童館は，地域における子育ち・子育て支援の
拠点として一層重要になっている．一方，�		
年の
「地方自治法の一部を改正する法律」により，指定管

理者制度が創設され，児童館にも指定管理者制度が
導入された．児童館の子育ち・子育て支援の実践に
関するアカウンタビリティを果たすためには，実践
を実証的に評価し，質の高い実践（���）を積み上
げていくことが必要になってきている．芝野��は，
�����による児童館のグループ・ペアレント・ト
レーニング実践モデルの開発を試みているが，今後
の課題として，地域の児童館でできるプログラム創
りのための研究開発マニュアルを作成することが必

要であると指摘している．
そこで，本研究では，児童館の子育ち・子育て支援

の実践モデルを開発するための基礎的資料を得るた
めに，児童館の子育ち・子育て支援に関する調査研
究の文献レビューを行い，今後の児童館の子育ち・
子育て支援のための実践課題を明らかにする．

研 究 方 法

児童館の子育ち・子育て支援に関する先行研究に
は，児童館の子育ち・子育て支援に関する活動報告
を内容とする事例研究や，児童館の職員や児童館を

利用している子どもや親を対象に実施した調査研究
がある．本研究では，特に，児童館の子育ち・子育

て支援に関する調査研究を取り上げる．これらの調
査研究を ��全国の児童館職員を対象にした実態調査

研究，��全国の児童館職員を対象とした事業内容に
関する調査研究，
�地域の児童館職員を対象にした
実態調査研究，
�児童館の子育ち支援に関する調査
（実態調査，ニーズ調査）研究，��児童館の子育て支
援に関する調査研究に分け，分析・考察を行う．
なお，先行研究の検討に際しては，自説と他説と

の峻別に留意し，先行研究の著者名・文献・出版社・
出版年・引用箇所を明示することによって倫理的配
慮を行った．

結果と考察

�．全国の児童館職員を対象にした実態調査研究

全国の児童館の職員を対象にした児童館の実態調
査研究については，表 �に示すとおりである．����
（平成 
）年に児童の生活文化研究会（代表：吉沢英
子）��は，児童館�����館と公民館��
館の職員を対
象に，児童の生活及び活動実態や，施設職員のとら
えた児童の生活意識の傾向に関する実態調査と事例
調査を実施した．児童館の課題としては，児童館の
機能の再考が必要であり，遊びの機会の提供，地域

ぐるみのイベント，世代間の交流，幼児期の子ども
を持つ母親への働きかけ，親同士の関係づくり，地
域資源の発掘などを志向し地域文化の復権（まつり
など）の必要性を指摘している．
����（平成 �）年に全国児童館連合会��は，全児

童館（
����館）を対象に，児童館の施設設備，職員，
活動内容についての基礎的な情報を収集するために
調査を実施した．活動内容については，全国児童館
連合会の「児童館活動の基本コンセプトと新たな活

動の展開について」（���
年 
月）に掲げられてい
る重点活動項目等に関して実態把握が行われた．新
しい児童館は子どもや家庭の地域生活支援施設であ
り，地域組織活動が重要な活動として位置づけられ
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表 � 全国の児童館職員を対象とした実態調査研究

ることが必要であると指摘し，今日の児童館の方向
性を示している．�		�（平成�
年）には，厚生労働
省大臣官房統計情報部��が，全国の児童館を対象に
運営や事業内容について調査を実施している．
�		
（平成��）年に地方自治法の改正により「指

定管理者制度」が導入され，児童館を含む公共施設

の管理運営は，非営利法人（���）や企業を含む多
種多様な民間団体に委託されることとなった．そこ
で，�		�（平成��）年に多様化する児童館活動に関
する調査研究委員会��は，児童館のある自治体の児
童館所管部署

�の担当者と児童館���

館の館長も
しくは主任指導員を対象に，児童館における指定管
理者制度の導入状況，導入の過程や児童館の運営に
おける手法や課題，指定管理者制度の効果と課題，
現在と今後における児童館の役割について調査分析

を行った．その結果，児童館活動は，児童館が設置
されている地域のニーズと，児童の育成課題に配慮
しながら，児童の最大の発達を目的としたプログラ
ムが企画され，サービスが実施されるべきであるが，

指定管理者制度に移行した児童館は必ずしもこれに
応えることができていないケースが見受けられたこ
とを指摘している．
また，�		�（平成��）年 �月には，厚生労働省雇

用均等・児童家庭局育成環境課長通知「児童館版の
『福祉サービス第三者評価基準ガイドラインにおける

各評価基準に関するガイドライン』及び『福祉サー
ビス内容評価基準ガイドライン』について」がださ
れ，児童館も第三者評価の対象とされることになっ
た．そこで，�		�（平成��）年に指定管理者制度下
における児童館のマニュアル作成委員会��は，先の
調査結果を踏まえ，再度，市町村児童館所管部署担
当者�
	と児童館���館の館長もしくは主任クラスの
職員を対象にしたアンケート調査と，ヒアリング調
査を実施し，情報の収集・分析を行い，児童館がこ

れから取り組むべき課題と対応策についてマニュア
ル作成を行った．今後，児童館活動の実績が問われ
るので，事業の質の向上に継続的に取り組み，客観
的な評価にも耐えうる実績をあげることが期待され
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ていると指摘している．
以上の調査研究から，従来の児童館の基本的機能

である子育ち支援機能だけではなく，予防的福祉の
視点にたった子どもの生活支援や子育て支援機能，

そして地域活動支援機能が重要になってきているこ
とがわかる．また，指定管理者制度や第三者評価が
導入される中で，地域のニーズや児童の育成課題に
対応するプログラムを開発し，客観的な評価のでき
る質の高い児童館活動が課題になってきていること
を確認することができた．
�．全国の児童館職員を対象にした事業内容に関す

る調査研究

一方，全国の児童館職員を対象とした各事業内容

に特化した全国調査も実施されている（表 �）．
児童館 ��研究会��は，�			（平成��年）年度の

補正予算で「児童健全育成活動情報化緊急推進事業」
が実施され，��を取り入れた児童館の活動が期待さ
れたことを受けて，子どもの健全育成を目的として，

どのような ��活用が望まれるのか明らかにするた
めに，�		�（平成�
）年に調査を実施し，今後の ��

活用の可能性を明らかにしている．定行ら 	�は，児
童館が中高生の居場所となり得るという観点から，

全国の児童館の中から中高生対応館��
館（
�
館か
らの回答）を抽出し，�		�（平成�
）年にアンケー
ト調査を実施し，実態を明らかにした．�		
（平成
��）年に児童館と障害者研究会（主任研究者：森田
明美）
�は，児童館における障害児受け入れ・利用の
実態把握と今後の可能性を探るために全国の児童館
（��	�
館）に調査を行った．その結果，実際に障害
児に利用されている児童館は�
�でしかなかった．
しかし，施設設備や職員配置が整備されるならば，

児童館は障害児の地域の居場所として有効な場所で
あることを明らかにしている．
また，�		�（平成�
）年度から完全学校週 �日制

が実施されることになったが，児童館は地域の子ど
もの居場所の拠点として，土曜日の児童館活動を積

表 � 全国の児童館職員を対象とした事業内容に関する調査研究
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極的に繰り広げられることが期待されていることを
受けて，定行ら ���は，�		�（平成�
）年に，全国の
児童館（
�
��館，回収�����館）を対象に調査を実施
した．その結果，指導者の多くは職員であるが，地

域住民やボランティアが協力して指導にあたってい
る実態も認められ，地域を活動の場として，様々な
展開が可能であることが明らかになったことから，
今後，児童館を核とした地域における有効なネット
ワークを形成できる可能性があることを指摘して
いる．
これまでみてきたように地域の子どもの居場所の
拠点としての児童館の重要性が指摘されているが，
所���は，児童館のもつ社会資源，地域の諸機関・団

体との連携（連絡・調整）の実態を把握するために，
�		�（平成�
）年に全国の児童館から無作為抽出し
た�		館（��
館，有効回収率�����）にアンケート
調査を実施した．その結果，
つの課題を明らかに
し，特に連絡調整（「コーディネート」）機能が重要
であると述べている．また，今後の研究課題として，
「ソーシャルワーク的視点」に立って，児童館が把握
（発見）した問題，あるいは児童館に持ち込まれた情
報を実際にどのようにアセスメントし，対応してい

くのかその一連のプロセスを検証することの必要性
を指摘している．そこで，所���は，全国の児童館
から抽出した���		館（回収結果���館，有効回収率

����）を対象に，児童館でのソーシャルワーク実
践の実態把握と今後の児童館活動におけるソーシャ
ル機能の必要性と可能性を探るために調査を行った．
その結果，児童館のアセスメント機能の充実が必要
であると指摘している．
以上のように，児童館では様々のニーズに対応し

たプログラムを実施することが求められており，児
童館の実践は，ミクロ・メゾ・マクロレベルの実践
が展開されるジェネラリスト・ソーシャルワークと
して捉えることが必要であること，特にアセスメン
ト機能の充実が課題であることがわかった．
�．地域の児童館職員を対象にした実態調査研究

地域の児童館の職員を対象にした実態調査研究も
実施されている（表 
）．
����（平成 �）年に木原���は，東京都区内の




児童館，東京都 �市町内の��児童館，秋田県 
市内
の
�児童館を対象に，児童館の設置状況と運営状
況，他施設等の交流や児童館のあり方等を調査した
結果，地域によって児童館に設置・運営状況や要請
される児童館役割に差異がみられ，児童館機能が模
索されていることを明らかにしている．筆者���は，
児童の生活文化研究所（代表：吉沢英子）が実施し
た全国調査��と，岡山市福祉部家庭児童課がまとめ

た「平成 �年度岡山市児童館の主な年間活動実績」
を比較検討し，児童館の適正配置と児童館機能の見
直しの必要性，特に子育て支援機能の強化が重要で
あり，子育て支援活動を検討することが必要である

と指摘した．関川ら ���は，長野市社会福祉協議会
が管理運営を行っている
�館の「児童館利用状況報
告」（平成 �年 
月�平成��年 
月）を検討した結
果，過去 �年間に利用状況が増加していること，一
人遊びや小集団でできる遊びが多く，大集団を必要
とする遊びは少なくなってきていること，子どもの
援助機能・子育て家庭支援機能・地域活動促進機能
が求められていることを明らかにしている．�		�
（平成�
）年に大 ら ���は，東京都内��区の児童館

��
館の施設空間や維持管理等の実態調査を行った
結果，改築などにより建物の更新が行われたものは
�割にすぎず，維持管理についても十分な手当がな
されているとはいえない状況にあり，今後時代に即
した子どもたちのための空間を創出するために，児
童館のあり方についての検討と適切な対応が必要で
あると指摘している．�		
（平成��）年に齋藤ら ���

は，岩手県内

市町村にある児童館・児童センター
�	�施設，放課後児童クラブ�
�クラブについて調査

を行った結果，設備，職員数，専門性，運営費，活
動内容など施設間の格差が大きいことを指摘してい
る．また，松井�	�は，大阪市の公立児童館全�	館
の平成��年度の児童館利用状況集計表等をもとに事
業内容や具体的な活動内容の検討を行っている．新
しい事業や魅力ある活動を提供し，特色ある児童館
づくりが期待されているが，児童館事業の活動内容
は，個々の職員の試行錯誤的な実践が多く，有効的
な実践や教材プログラムが示されていないことを指

摘している．
以上のように，地域で実施されている児童館の設

置，運営，事業内容や活動内容については，地域差
があり，それぞれの地域の実情にあった児童館活動
の展開が求められており，地域差を踏まえた児童館
実践が必要であることが明らかになった．
�．児童館の子育ち支援に関する調査（実態調査，

ニーズ調査）研究

児童館の子育ち支援に関する調査として，児童館

を利用している小学生や中学生，またその保護者を
対象に児童館の利用状況，ニーズ，評価についての
調査も行われている（表 
）．
����（（昭和��）年に，児童育成研究会（代表：

岡本奎）�
�は，小学校 
年生から中学校 �年生（小
学生��	�	人，中学生�
�人の計�����人）を対象に
調査を行い，児童館を利用することによって，子ど
もの心身の発達にどのような効果があるか検討を行
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表 � 地域の児童館職員を対象とした実態調査

い，多様な遊びの広がり，友人関係のひろがり，運
動・スポーツや芸術的表現活動に対する親和性，規
律の遵守の面で児童館利用体験の有効性を明らかに

した．���
（平成 �）年に立柳ら ���は，豊島区の児
童館�
館中 �館の近隣小学校の �� �年生とその保
護者合計���		人を対象に調査を行い，子どもの生活
実態と児童館の利用状況，保護者の児童館への参加
や児童館活動等の検討を行った．さらに，����（平
成�	）年，児童館の現状と可能性に関する調査研究
会���は，小学 
年生と中学生����
人とその保護者
���人，幼児の保護者���人を対象に，児童館の利用
状況，利用していない子どもや親の利用意向（児童

館利用の潜在的ニーズの把握），児童館利用有無によ
る子どもの生活の違いに関する調査を実施した．児
童館利用がもたらす効果（効用）の検討を行った結
果，児童館を利用する子どもはコミュニケーション
志向，自己実現志向であり，自己肯定感が高いこと

を明らかにしている．萩原らは ���は，大阪市 �児
童館の近隣 
小学校の �年生・ 
年生・ �年生���
�
人とその保護者����	人を対象に調査を行い，子ど

もの日常的な生活行為と児童館の利用を比較するこ
とから児童館の位置づけを行った．
����（平成�	）年に梶木ら ���は，神戸市の 
児

童館に来館する児童��
人を対象に調査を行い，児
童館の利用実態と児童とプレーリーダー（児童厚生
員）との関わりについて検討を行った．さらに，翌
年も梶木ら ���は，同児童館の近隣小学校の �年生
と �年生�
�人とその保護者
��人を対象に調査を行
い，児童館を利用している子どもと利用していない

子どもを比較した結果，児童館をよく利用する児童
は外遊びに対して積極的な児童が多いことが明らか
にしている．�			（平成��）年に定行ら ���は，先
進的に中高生対応に取り組む大型児童センターや児
童センターを利用している中高生を対象に，利用実
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表 � 児童館の子育ち支援に関する調査研究



児童館の子育ち・子育て支援に関する調査研究からみた実践課題 

�

態を調査し，居場所となり得る要件を見出し，青少
年の地域における居場所のあり方を提言している．
また，筆者���は，�市の �小学校の小学 
年生

�
	人に児童館の利用が子どもの遊びや生活に与え

る影響について調査を行った．児童館を利用してい
る子どもと利用していない子どもの遊びや生活に
ついて比較検討した結果，児童館を利用することに
よって「表現力」や「自主性」が養われることが推
察された．これを踏まえ，さらに筆者���は �市の
小学 
年生���人を対象に同様のアンケート調査を
行った．その結果，児童館を利用する子どもは遊び
友達が多いこと，さらに，児童館を利用することに
よって遊び友達が多くなることが明らかになった．

また，遊び友達が多いほど子どもの遊び・生活得点
が高く，子どもの仲間集団の重要性が示唆された．
以上のように，児童館を利用している子どもの

ニーズや課題に関する調査はいくつかあるが，児童
館を利用することによって，子どもの心身の発達，
特性そして社会性に与える影響について検討してい
るものは，児童育成研究会（代表：岡本奎）�
�，児
童館の現状と可能性に関する調査研究会��� そして
筆者の調査������のみであり，必ずしも多いとはい

えない．今後，児童館の利用が子どもの心身の発達，
特に児童館の目的としている社会性の発達にどのよ
うな関連があるのか評価を行い，児童館の子育ち支
援効果を実証していく必要がある．
�．児童館の子育て支援に関する調査（実態調査，

ニーズ調査）研究

児童館の子育て支援に関する調査研究として，児
童館の子育て支援を利用している母親を対象にニー
ズ調査が行われている（表 �）．

���	（平成 �）年に白石�	�は，愛知県�市内の
児童センター 
館の「親子教室」（児童センター事
業 
教室，自主グループ活動 �教室）に通う �・ 


歳児の母親���人を対象に，「親子教室」に集う親子
のニーズを明らかにしている．����（平成 �）年に
吉田�
�は，都内北西部 �区の 
児童館が主催する
育児グループに参加する母親
�人のニーズを調査す
ることによって，児童館の育児グループの今後の方
向性を考察している．また，�		
（平成��）年に伊

志嶺���は，	� 
歳までの子どもを持つ家庭（子育
てひろば関係
�
人，福祉保健センター関係

�人，
児童館 �館�
人）の子育て支援ニーズを把握し，乳
幼児を対象として包括的，効果的な子ども家庭支援
プログラムを提案している．�		�（平成��）年に佐
藤���は，小型児童館の子育て支援事業（親子対象
のつどい型活動）に参加した保護者��人を対象に保
護者の利用実態と利用ニーズを把握し，小型児童館

における子育て支援活動のあり方を検討している．
児童館の子育て支援の実態に関する調査としては，

筆者���が行った調査がある．岡山市全児童館（��

箇所）職員を対象に児童館の子育て家庭支援機能の

一つである幼児クラブについて調査を行った結果，
幼児クラブの増設と強化，子育て支援活動の連携・
調整と計画化が必要であることが明らかになった．
実際に児童館で実施されている子育て支援の評価

あるいは効果に関する調査としては次のような調査
がある．久本���は，神戸市で親子体操を実施して
いる全児童館に通う母親
��人を対象に母親の意識
の変化（���	年と����年の比較）を調査し，親子体
操を利用することによって，友だちができ，運動の

技能が身につき，協調性が養われたことを明らかに
にしている．�			（平成��）年に芝野���は，���
（グループ・ペアレント・トレーニング）を実施した
児童館長あるいは指導員の評価をまとめ分析し，今
後の ���の改善点を探っている．���自体の効
果測定ではないが，全体評価（準備，準備時間，講
座運営），各プログラムの評価，参加者についての評
価，コストについての評価等を �ポイント尺度で評
価している．また，中川���も，�児童館の育児支援

プログラム「親と子のふれあい講座」において���

を実施し（実施回数 
回），参加した母親��人にア
ンケート調査を行った結果，参加者は肯定的に評価
していたことを明らかにしている．坂本���は，高
崎市内の全 
児童館を利用する母親��人を対象に，
児童館の子育て支援事業の利用実態とその効果を検
討している．また，筆者���は，
市の児童館の子
育て支援活動に参加している保護者（母親）���人
を対象にアンケート調査を行った結果，母親の子育

て不安を軽減するために児童館の子育て支援活動が
何らかの影響を与えることが推察され，児童館での
仲間や職員が児童館活動評価に影響を与えているこ
とが明らかになった．
以上のように，児童館の子育て支援のニーズ調査

や評価に関する調査はいくつか実施されている．児
童館においてはさまざまな子育て支援プログラムが
実施されており，その提言もなされている．しかし，
実践モデル・実践マニュアルの開発手続きに従って

実際にプログラム開発を行い，実践されている児童
館の子育て支援プログラムは，芝野が開発した���

のみである．また，児童館の子育ち・子育て支援の
活動を客観的に評価し，その効果を実証しているも
のは少ない．児童館の子育て支援は，利用者（特に
母親）の子育て不安を軽減し，最終的には子育て家
庭のウェルビーイングを保障することを目的として
いる．したがって，児童館の子育て支援の評価と子
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表 � 児童館の子育て支援に関する調査研究



児童館の子育ち・子育て支援に関する調査研究からみた実践課題 




育て不安との関連性に関する実証的な調査研究を
行い，児童館の子育て支援を評価することが必要と
なってくる．そして，このような調査研究結果を踏
まえた上で，児童館の子育て支援プログラムの開発

が課題となってくる．

おわりに

� 児童館の子育ち・子育て支援の今後の実践課題�

児童館の子育ち・子育て支援に関する先行研究，
主に調査研究を取り上げ，��全国の児童館職員を対
象にした実態調査研究，��全国の児童館職員を対象
として事業内容に関する調査研究，
�地域の児童館
職員を対象とした実態調査研究，
�児童館の子育ち
支援に関する調査研究，��児童館の子育て支援に関

する調査研究に分け，文献レビューを行った．その
結果，図 �に示したように，今後，児童館の子育ち・
子育て支援に関する実践を推進していくための �つ
の課題が明らかになった．
課題 � 　地域における子育ち・子育て支援の拠点と

しての児童館

地域の子育ち・子育て支援の拠点の一つとして児
童館を捉え，児童館の子育ち支援機能，子育て支援
機能，そして地域組織活動促進機能の充実を図って

いくことが重要である．今後，地域での子育ち・子
育て支援ネットワークの核としての機能を強化する
ことが課題となる．
課題 � 　ジェネラリスト・ソーシャルワークとして

の児童館の子育ち・子育支援

児童館の子育ち・子育て支援をジェネラリスト・
ソーシャルワークとして捉え，そのプロセスを重視
することが課題となってくる．特にアセスメント機

能の充実が重要な課題となる．
課題 � 　地域における児童館の子育ち・子育て支援

のニーズアセスメント

地域によって児童館の設置，運営，事業内容や活

動内容が異なっているので，児童館が設置されてい
る地域の文化・社会・経済的背景など地域の実情を
踏まえたニーズアセスメントをすることが課題と
なってくる．
課題 � 　子どもの発達（社会性）と児童館の子育ち

支援評価との関連性

児童館の子育ち支援を評価するために，児童館の
利用と子どもに心身の発達，特に児童館の目的とし
ている社会性の発達との関連性に関する実証的な調

査研究を行うことが課題である．
課題 � 　親の子育て不安と児童館の子育て支援評価

との関連性

児童館の子育て支援活動は利用者（特に母親）の
子育て不安を軽減し，最終的には子育て家庭のウェ
ルビーイングを保障することを目的としているの
で，児童館の子育て支援活動の評価と子育て不安と
の関連性に関する実証的な調査研究が課題となって
くる．

課題 � 　児童館における子育て・子育ち支援の実践

モデルの開発

児童館の子育ち・子育て支援に関する実証的な調
査研究を踏まえて，実践モデルを開発することが今
後の課題となってくる．指定管理者制度や第三者評
価が導入されるようになったので，地域のニーズや
子どもや子育て家庭のニーズに対応する実践プログ
ラムを開発し，客観的な評価（効果測定も含む）の
できる質の高い児童館の子育ち・子育て支援が，今

図 � 児童館の子育ち・子育て支援の実践課題
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後の課題になってきていること明らかになった．

本稿は，平成�����年度科学研究費補助金（基盤研究
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��）坂本裕子：地域の子育て支援と児童館の可能性 
 群馬県高崎市内の児童館利用者アンケート調査を通して 
．日本地

域政策研究，�，���
���，����．

�	）八重樫牧子，小河孝則，田口豊郁：地域社会における子育て支援の拠点としての児童館の活動効果に関する研究．厚生

の指標，�	（�）��
��，���	．

（平成��年��月��日受理）
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